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5 月 1 日より 90 日分処方が可能に 
 

 薬剤部門システムの準備がほぼ完了しましたので、かねてより要望の強かった 90

日分処方を、5月1日より開始します。ただし、新薬、麻薬、向精神薬など、療養担当

規則に投与期間の上限が定められた薬剤については、従来どおりです。 
 

癌化学療法レジメン登録フォーマット作成中 
 

 4 月からの診療報酬改定（レジメン審査等が必要）に伴い、外来癌化学療法加算

請求のためのレジメン登録フォーマットを薬剤部にて作成中です。 
 

「強力ネオミノファーゲンシー」の包装変更のお知らせ 

 

「強力ネオミノファーゲンシー」は医療用廃棄物としてのコスト削減及び利便性の

観点から、現在のガラスアンプルを在庫限りでプラスチックアンプルに切り替えます。

これに伴い、薬剤名が「強力ネオミノファーゲンシーP」へ変更となります。なお、オー

ダ上の名称は、「強ネオミノファゲン C プラ 20mL」とします。 
 

向精神薬・麻薬の投与日数制限が変更されました  
   
平成 20 年度診療報酬改定に伴い、4 月 1 日から一部の向精神薬及び麻薬の投

与日数制限が緩和され、30日処方が可能となりました。該当する当院常備薬を以下

に示します。                                       

＜30日処方ができる向精神薬・麻薬一覧（当院常備薬）＞  平成20年 4月 1日より施行 
分類 従来  改訂後 

向精神薬 

ｺﾝﾄｰﾙ錠（5mg）、ｾﾊﾟｿﾞﾝ錠（2mg）、 

ｿﾗﾅｯｸｽ錠（0.4mg）、ﾄﾗﾝｺﾛﾝ P 錠、 

ﾍﾞｹﾞﾀﾐﾝ A，B 錠、ﾒｲﾗｯｸｽ錠(1mg)、 

ﾘｰｾﾞ錠（5mg），（10mg）、ﾘﾀﾘﾝ錠（10mg）、 

ﾚｷｿﾀﾝ錠（2mg），1%細粒、ﾜｲﾊﾟｯｸｽ錠（0.5mg） 

 

→ 

ｺﾝﾄｰﾙ錠（5mg）、ｾﾊﾟｿﾞﾝ錠（2mg）、 

ｿﾗﾅｯｸｽ錠（0.4mg）、ﾄﾗﾝｺﾛﾝ P 錠、 

ﾍﾞｹﾞﾀﾐﾝ A，B 錠、ﾒｲﾗｯｸｽ錠(1mg)、 

ﾘｰｾﾞ錠（5mg），（10mg）、ﾘﾀﾘﾝ錠（10mg）、 

ﾚｷｿﾀﾝ錠（2mg），1%細粒、ﾜｲﾊﾟｯｸｽ錠（0.5mg）、

ｻｲﾚｰｽ錠(1mg)、ﾄﾞﾗｰﾙ錠（15mg），(20mg)、 

ﾊﾙｼｵﾝ錠(0.25mg)、ﾏｲｽﾘｰ錠(10mg)、 

ﾚﾝﾄﾞﾙﾐﾝ D 錠（0.25mg）、ﾕｰﾛｼﾞﾝ錠（2mg） 

内

服 
該当なし → 

MS ｺﾝﾁﾝ錠(10mg)，(30mg)、 

塩酸ﾓﾙﾋﾈ末、ｵﾌﾟｿ液（5mg/包），(10mg/包)、 

ﾋﾟｰｶﾞｰﾄﾞ錠(20mg)，(30mg)，(60mg)、 

ｵｷｼｺﾝﾁﾝ錠（5mg），(10mg)，(40mg)、 

ｵｷﾉｰﾑ散（2.5mg/包） 

 

麻薬 

外

用 
該当なし → 

ｱﾝﾍﾟｯｸ坐剤（10mg），(20mg)、 

ﾃﾞｭﾛﾃｯﾌﾟﾊﾟｯﾁ(2.5mg)，(5mg) 

 

平成 19年度薬剤部関連診療報酬について 
 

平成 19年度の主な薬剤部関連診療報酬は、薬剤管理指導料が 5650件、特定薬
剤治療加算が 6238件、外来化学療法加算が 5262件（1件につき、各 350点、470
点、450 点）になりました。請求金額は約 7,000 万円にのぼっており、病院の収
入面においても貢献しています。 

 

ハーセプチン注 60mg 製剤がオーダ可能になります 
 

 現在採用されているハーセプチン注150mg製剤（薬価：68,385円）に加え、60mg製剤
（薬価：29,241 円）が 4 月 22 日（火）からオーダ可能となります。60mg 製剤を組み合わ
せる方が、投与量によっては経済的です。以下にコストの例を示します。 
  ＜例：1 日 210mg 処方時の 1日あたりのコスト＞ 
150mg 製剤だけを採用の場合                ････2Ｖで 136,770 円 
150mg 製剤と 60mg 製剤を採用の場合････150mg1V＋60mg1V で 97,626 円 
 

総合治療センター（1 病棟 3階）での服薬指導を開始 
 

今回の診療報酬改定により、救急や集中治療中の患者でも薬剤管理指導料を算定
（430点）出来るようになったため、総合治療センター（1病棟3階）についても服薬指導
を開始しました。1内科、2内科、3内科、1外科、2外科、整形外科、泌尿器科、耳鼻科、
眼科に引き続き 10 科目となります。1 病棟 3階のスタッフの方々と共に、より良い薬物
治療に貢献できるように努めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
 

アルブミン使用量は昨年度大幅減少 
 

 アルブミン使用量が一昨年度に比べ、昨年度は 23,000g（23kg）減少しました。
金額ベースで約 1,400 万円の節約になります。今年度も引き続きご協力よろしく
お願い致します。 
 

「ソルデム」変更後の薬剤購入金額について 
 

 ブドウ糖―電解質液を従来の「ソリタ」から「ソルデム」へ変更したことによ
り、薬剤購入金額が約 370万円（平成 19年 7月～平成 20年 3月）削減できまし
た。自動輸液調剤機により払い出していた「ソリタ」と違い、「ソルデム」はこ
れに入らないため、調剤は、現在薬剤部員の手作業にて行っています。次期シス
テムを踏まえ、自動輸液調剤機の更新を検討していく必要があります。 

 

削除薬のお知らせ 
 

「マーカイン注 0.25%」は在庫がなくなり次第、オーダより削除となります。 
 

平成 20 年度研修生は 4名です 
 

 平成 20 年度の薬剤部研修生教育が 5 月から始まります。服薬指導などで病棟を訪
れる機会もあろうかと思いますが、その節はよろしくお願いいたします。 


